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る
と
考
え
る
。
具
体
的
な
支
援

制
度
は
。
②
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
派
遣
制
度
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
計
画
認
定
の
た
め
の
助
成
制

度
な
ど
の
導
入
に
つ
い
て
、
考

え
は
。

答
弁　

①
管
理
状
況
の
届
出
や

管
理
計
画
の
認
定
、
内
容
に
応

じ
た
適
切
な
相
談
先
の
案
内
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
②
他
自
治

体
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
調

査
し
、
相
談
支
援
体
制
を
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

「
青
切
符
」
導
入
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て
、
①
導
入
後

の
市
に
お
け
る
自
転
車
事
故
の

発
生
状
況
は
。
②
歩
行
者
な
ど

本
会
議
で
の
採
決
に
先
立
ち
、討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

佐
藤
　
文
子
　
議
員

本
条
例
は
、
令
和
７
年
末
に

募
っ
た
市
民
意
見
を
具
体
的
に

反
映
す
る
こ
と
な
く
提
案
さ
れ
、

勧
告
・
公
表
に
と
ど
ま
る
行
政

指
導
型
条
例
で
、
行
政
処
罰
は

科
せ
な
い
。
市
民
参
加
と
熟
議

を
尽
く
し
て
、
行
政
処
分
型
条

例
に
抜
本
見
直
し
が
必
要
。

ま
た
、条
例
づ
く
り
の
過
程
・

手
続
き
が
条
例
の
実
効
性
を
規

定
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。「
住
民
が
主
人
公
」
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
を
握
っ
て
離

さ
ず
、「
民
主
主
義
の
形
」
と
し

て
住
民
と
と
も
に
進
め
て
い
く

都
市
計
画
行
政
の
本
来
の
あ
り

方
に
立
ち
戻
る
べ
き
。

以
上
、
本
条
例
に
反
対
す
る
。

反
対

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

林
　
ま
い
子
　
議
員

本
条
例
の
制
定
を
求
め
続
け

て
お
り
、
出
来
る
限
り
早
期
に

制
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
市
民
や

議
会
へ
の
説
明
不
足
と
拙
速
な

制
定
プ
ロ
セ
ス
は
、
信
頼
を
欠

く
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
市
民
意
見
は
も
と
よ

り
、
市
に
お
け
る
各
種
事
例
の

検
証
内
容
や
、
他
自
治
体
の
条

例
内
容
も
参
考
に
す
る
必
要
が

あ
り
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
条
例
制
定
後
、
適

宜
適
切
に
見
直
し
を
行
う
考
え

が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
見
直
し
に
あ

た
る
の
か
懸
念
が
残
る
。

以
上
、
本
条
例
に
反
対
す
る
。

賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

美
座
　
た
か
あ
き
　
議
員

本
市
の
恵
ま
れ
た
水
と
緑
の

環
境
を
未
来
へ
継
承
し
、
更
な

る
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

多
様
な
人
々
が
互
い
の
意
見
を

尊
重
し
合
う
協
働
の
精
神
の
も

と
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

基
盤
と
な
る
本
条
例
の
早
期
制

定
は
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
条
例
で
は
、
良
好

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
基

本
理
念
を
示
す
と
と
も
に
、
市

や
市
民
及
び
事
業
者
の
協
働
に

お
け
る
役
割
が
明
確
化
さ
れ
て

お
り
、
開
発
事
業
が
市
民
意
見

を
反
映
し
た
良
好
な
も
の
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
、
本
条
例
に
賛
成
す
る
。

昭
島
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
可
決
と
す
る

委
員
長
報
告
に
つ
い
て

今
後
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

質
問　

都
で
私
立
学
校
等
に
通

う
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
給
食

費
相
当
額
の
半
分
を
補
助
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
、
導
入
を
進

め
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。

今
後
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　

学
校
給
食
法

を
鑑
み
れ
ば
、
本
来

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
設

置
者
が
実
施
す
べ
き

も
の
と
捉
え
て
お
り
、

実
施
の
可
否
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

選
挙
で
の
電
子
投
票
に

つ
い
て
、
課
題
も
あ
る
が
投
票

し
づ
ら
い
人
を
減
ら
す
た
め
の

選
択
肢
と
し
て
、
検
討
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
見
解
は
。

答
弁　

引
き
続
き
情
報
収
集
に

努
め
、
導
入
の
可
否
を
含
め
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
、

①
都
が
実
施
す
る
メ
タ
バ
ー
ス

空
間
を
活
用
し
新
た
な
居
場
所

を
提
供
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
へ
の
認
識
は
。
②
支
援

の
選
択
肢
を
広
げ
る
観
点
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
活

用
し
た
居
場
所
づ
く

り
に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
活
用
事
例

等
の
情
報
収
集
を
行

い
、
効
果
的
な
活
用

が
可
能
か
検
討
し
て
い
る
。
②

課
題
を
整
理
し
、
他
自
治
体
の

成
果
や
都
の
事
業
展
開
等
の
把

握
に
努
め
、
事
業
へ
の
参
加
を

検
討
し
て
い
く
。

質
問　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、

児
童
・
生
徒
が
飲
料
水
や
冷
却

グ
ッ
ズ
を
保
管
で
き
る
よ
う
な

冷
凍
庫
等
の
保
冷
設
備
を
設
置

す
る
考
え
は
。

答
弁　

他
自
治
体
の
導
入
状
況

や
効
果
等
の
把
握
に
努
め
る
中

で
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

が
ん
患
者
や
長
期
間
病

気
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の
家

族
が
、
安
心
し
て
相
談
や
交
流

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
、
考
え
は
。

答
弁　

当
事
者
を
支
え
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
先
駆
的
に

実
践
し
て
い
る
自
治
体
と
連
携

を
図
り
、
市
民
が
利
用
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

質
問　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て
、
①
市
民
生
活
支
援
の
新
た

な
手
法
と
し
て
、
東
京
都
公
式

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
市
独
自
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
を
導
入
す

る
考
え
は
。
②
市
内
事
業
者
の

事
業
継
続
や
経
営
安
定
化
に
向

け
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

①
付
与
の
対
象
を
市
民

に
限
定
で
き
な
い
た
め
、
現
段

階
で
の
活
用
は
難
し

い
が
、
事
例
等
の
情

報
収
集
に
努
め
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る

効
果
的
な
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。
②
商

工
会
に
お
い
て
、
経
営
全
般
に

関
す
る
無
料
の
相
談
窓
口
を
設

け
て
お
り
、
商
工
会
と
も
連
携

を
図
り
、
支
援
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い

て
、
①
ま
ち
づ
く
り
は
自
分
た

ち
の
手
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
「
あ
き
し
ま
ら

し
さ
」
を
表
現
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
る
。
老
朽
イ
ン
フ
ラ

の
更
新
や
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
な
ど
が
望
ま
れ
る
が
、
基

本
的
な
考
え
方
は
。
②
舗
装
面

下
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

路
面
空
洞
化
調
査
の

実
施
予
定
は
。
③
都

市
計
画
道
路
昭
３
・

２
・
３
号
に
つ
い
て
、

都
は
事
業
期
間
を
令

和
８
年
度
と
し
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

①
引
き
続
き
快
適
で
利

便
性
に
富
ん
だ
良
好
な
住
宅
都

市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
、

様
々
な
都
市
基
盤
整
備
を
着
実

に
進
め
て
い
く
。
②
６
年
度
に

２
巡
目
の
調
査
に
入
っ
て
お
り
、

動
生
成
す
る
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
状
況
は
。

答
弁　

①
作
業
効
率
の
大
幅
な

向
上
と
業
務
量
の
削

減
が
図
ら
れ
て
お
り
、

必
要
不
可
欠
な
業
務

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
②
面
接

官
に
よ
る
評
価
と
乖

離
の
あ
っ
た
項
目
を
詳
細
に
分

析
す
る
な
ど
、
実
用
に
向
け
た

課
題
の
洗
い
出
し
と
改
善
を
図

っ
て
い
く
。
③
８
年
７
月
か
ら

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
利
用
で
き
る

よ
う
、
開
発
事
業
者
と
最
終
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

全
国
的
に
人
口
減
少
が

続
く
中
、
多
く
の
人
が
「
住
み

続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
推
し
進
め

て
い
く
の
か
。

答
弁　

本
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
で
あ

る「
人
間
尊
重
」「
環

境
と
の
共
生
」
を
中

心
に
、
社
会
経
済
情

勢
を
的
確
に
捉
え
、
引
き
続
き

安
全
・
安
心
や
子
育
て
支
援
に

配
慮
し
、
尽
力
し
て
い
く
。

質
問　

良
好
な
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
に
つ
い
て
、
①
今
後
、
老
朽

化
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
く

中
で
、
市
の
支
援
が
求
め
ら
れ

の
安
全
を
最
優
先
に
確
保
す
る

た
め
、
外
側
線
の
整
備
に
取
り

組
む
べ
き
。
集
中
的
に
行
う
考

え
は
。
③
自
転
車
に
乗
る
と
い

う
こ
と
へ
の
意
識
が
向
上
し
て

い
る
中
、
令
和
７
年
度
で
終
了

し
た
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
補
助
事
業
を
再
開
す
る
考

え
は
。

答
弁　

①
８
年
４
月
か
ら
５
月

ま
で
に
、
事
故
件
数

28
件
、
負
傷
者
数
23

人
と
な
っ
て
お
り
、

７
年
の
同
時
期
と
比

較
す
る
と
減
少
し
て

い
る
。
②
事
業
の
平

準
化
を
図
り
な
が
ら
、
通
学
路

を
中
心
に
優
先
順
位
を
決
め
、

段
階
的
な
再
施
工
に
努
め
て
い

く
。
③
再
開
す
る
予
定
は
な
い

が
、
引
き
続
き
交
通
事
故
の
状

況
な
ど
も
勘
案
す
る
中
で
、
必

要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い

く
。
③
用
地
取
得
を
進
め
る
と

と
も
に
、
計
画
区
域
内
の
搬
入

路
設
置
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、

早
期
整
備
を
要
請
し
て
い
く
。

質
問　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
①
Ａ
Ｉ
音
声
技
術

を
用
い
た
議
事
録
作
成
ツ
ー
ル

を
既
に
導
入
し
て
い
る
が
、
効

果
は
。
②
職
員
採
用
試
験
に
お

い
て
、
新
た
に
導
入
し
た
Ａ
Ｉ

面
談
ツ
ー
ル
の
今
後
の
課
題
は
。

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
た
情
報
の
み
か
ら
回
答
を
自

質
問　

学
童
保
育
に
つ
い
て
、

①
現
在
の
待
機
児
童
数
と
今
度

の
解
決
策
は
。
②
働
く
保
護
者

の
た
め
、
台
風
で
も
開
所
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
市
で
も

開
所
す
べ
き
だ
が
、
考
え
は
。

答
弁　

①
令
和
８
年
５
月
１
日

時
点
で
70
名
で
あ
り
、

定
員
数
の
弾
力
的
な

運
用
や
送
迎
支
援
に

よ
り
、
待
機
児
童
解

消
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
②
他
自
治
体
の

状
況
等
を
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

質
問　
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
っ
た
学

び
の
場
の
支
援
策
を
選
択
で
き

る
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
。
教
育
的
配
慮
で
指
定
校
変

更
と
な
っ
た
件
数
と
状
況
は
。

答
弁　
７
年
度
は
６
件
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
で
相
談

を
受
け
、
指
定
校
変
更
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
認

め
た
も
の
で
あ
る
。

質
問　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
向
上
の
た
め
、
個
別
通
知
の

際
に
目
に
留
ま
り
や
す
い
圧
着

は
が
き
を
活
用
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
通
知
方
法
の
改
善

に
つ
い
て
、
考
え
は
。

答
弁　

一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
と
推
測
す
る
こ
と
か
ら
、

公
明
党
昭
島
市
議
団	

赤
沼 

泰
雄  

議
員

住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

３
面
下
段
へ
続
く

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団　

ゆ
ざ 

ま
さ
子 

議
員

子
ど
も
達
の
居
場
所
と
学
び
の
確
保

選
挙
で
の
電
子
投
票
の
導
入

無

会

派	

南
雲 

隆
志  

議
員

昭
島
市
の
都
市
基
盤
整
備
の

　

取
組
み
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団	

吉
野 

智
之  

議
員

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

教
育
環
境
に
つ
い
て


